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1：50,000 地質図幅 

説 明 書 （昭和32年稿） 

 

 

神 子 元 島 

（東京一第109号） 

 

本図幅の野外調査は昭和31年1～3月，実働31日間，第１図に示す経路にって 

行った。調査全般については沢材孝之助技官の指導を受け，化石の鑑定には水野篤行 

技官をわづらわし，鉱床の記載については高島清技官の，温泉の記載については大和 

栄次郎技官の助言を得た。また東京教育大学渡部助教授および静岡大学鮫島助教授か 

らは種々の資料の提供を受けることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ━海岸線  ▲三角点  －調査経路

第１図 調 査 経 路 図 
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Ⅰ. 地  形 

本図幅地域は伊豆半島の南端部にあたり，海抜100～300mの低い山地のひろがる 

地域を占めている。地形上の特徴として次の４点があげられる。 

a. 定向性地形 

b . 山稜および河谷の定方向性 

c. 山麓線および海岸線の示す沈水性地形 

d . 海岸部の急な地形と内陸部の緩やかな地形との対立 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地形復原図（第２図）によって考察すると，定高性地形は下田町および湊を通る南 

北方向の線によって分たれる地域について，それぞれ顕著である。すなわち須崎半島 

が60m，田牛附近が100m，湊以西が200mの高さにおいて，著しい定高性を示す。 

またこれら３地域相互の関係は東から西に次第に高く，その結果西海岸はかなり急傾 

の面で海に面している。 

山稜の定方向性は下田港から吉田にかけての岸部，特に石室崎附近および神子元 

島においてN W－S E方向に著しい。この傾向は数mの規模においてもよくみられる。 

例えば石室崎においては，第３図のように小さな剪裂面が入り組んで生じた，多くの 

レンズ状小地塊に分割されていることが観察され，この剪裂面の方向はすべてN W－ 

S E方向である。 

第２図 地 形 復 原 図
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河谷の定方向性はかつて神津俶3）によっても指摘されたが，青野川および大賀茂 

川においてみられるようにN W－S E，N E－S E，E－WおよびN－Sの４方向が顕著で 

ある。これらのうち前２者は後述する断層系の影響とみることができる。 

沈水性地形は内陸においては河岸段丘を欠く埋積谷として，海岸部においては，海 

岸段丘を欠くリアス式海岸として示されている。すなわち内陸においては，大賀茂川 

および青野川にう冲積地の幅はきわめて狭く，両側には急傾の山地が迫ってい 

る。河岸段丘は上賀茂および青市附近に，きわめて小規模にみられるだけである。 

内陸部の緩やかな地形と海岸部の急な地形との対立は，いろいろの規模で現われて 

いる。図幅地域全体としてみた場合，一色・上小野・石井・下賀茂・青市および吉佐 

美附近のような内陸の地域は山形は比的ゆるいが，海岸地域は海岸線まで山地が迫 

り，平地はほとんどみられない。すなわち内陸地域全体が１つの大きな地状地形 

をなし，水は青野川その他僅かの川に集められて海に注いでいる。これは前述の沈水 

性地形にもよるが，おもに地質の相違によると考えられる。すなわち内陸地域には， 

下位の風化に弱い石英安山岩質の岩層が，海岸地域には上位の風化に強い安山岩類が， 

露出していることによるのである。またこのような現象は田牛附近等にも小さな規模 

でみられる。 

第３図 石室崎の海台上でみられる剪裂面
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Ⅱ. 地  質 

 

Ⅱ.１ 概  説 

本図幅地域は南部フォッサマグナの南部に位置する，伊豆半島の最南部にあたる。 

ほとんど全域が中新世から鮮新世にわたる第三系からなり，局地的に第四系が分布し 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１表 地 質 総 括 表 
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ている。伊豆半島は下部中新世から現世に至るま 

で，ほとんど引続いて火山活動が行われて来た所 

であり，本図幅地域内の第三系もおもに火山噴出 

物からなり，水成砕岩に乏しい。火山活動はお 

もに浅海底で行われ，その噴出物は一般に水成砕 

岩と互層しているが，比的後期には陸上ある 

いは一部海辺において行われたようで，水成砕 

岩との互層関係は，局地的にみられるに過ぎな 

い。 

本図幅地域内の第三系の地質については，古く 

は1886年の西山正吾1）による20万分の１図幅調 

査，および1912年の神津俶3）による地形地質に 

ついての調査があるが，1931年の田山利三郎・新 

野弘4）による伊豆半島全般にわたる地質調査の結 

果が，最初の系統的な層序学的研究である。最近 

では1952年に渡部景隆等8）によって下田町附近 

の精査が行われている。 

今回の調査によって得られた地質総括表を第１ 

表に示す。一般的な上下関係は上記献と差異は 

ないが，第４図の柱状地質断面図によっても理解 

されるように，火山噴出物は層厚の変化がはげし 

く水成砕岩中に尖滅することもあり，また場所 

によっては異なった岩質の火山岩が同じ時代に噴 

出しており，しかも現在見られる地層の厚さの総 

計は500mにすぎない。したがってこれらの岩類 

は一つの層群に一括することが至当と思われる。 

層群名は“白浜層群”の名が下田図幅地域内白 

浜附近の，上部中新世～下部鮮新世の含化石層を 

模式地として，伊豆半島の上部新第三系の地層名 

第
４

図
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に広く用されており，かつ本地域の岩類はほゞこの白浜層群に相当しているのでこ 

の名を用いることとした。またいわゆるプロピライト化作用が伊豆半島新第三系の下 

部である湯ケ島層群4）を特徴づけるものと考えられ，本図幅地域内の各地に湯ケ島層 

群の分布が報告されたが4）8），この変質作用は湯ケ島層群のみに作用したものでなく， 

またその他，湯ケ島層群を設定する層序学的根拠も見当らない。 

本図幅地域内の第三紀水成砕岩は，下賀茂砂岩層として一括される。主として中 

粒凝灰質砂岩からなり，多くの火山噴出物が介在する。火山噴出物は二条石英安山岩 

類・一条安山岩・一色凝灰岩・青市玄武岩類・大賀茂流岩・石室崎安山岩類および 

須崎安山岩類に分けられ，ほゞこの順序で重なっているが，相互に時期的な重なりが 

ある。またこれらと同時あるいはより後期に石英安山岩および閃緑玢岩の貫入岩類が 

貫入した。上記の諸岩層の関係は第４図に示されている。上述の第三紀火山岩は玄武 

岩から流岩に至る各種の岩石を含み，かつこれらはほとんど大部分はカルクアルカ 

リ岩系に属するものである。以下各説の項において述べるこれらの岩石の記載に用い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第５図 記 載 岩 石 採 取 地 点
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た標本の，一覧表および採取地点をそれぞれ第２表および第５図に示した。 

本図幅地域の第四系は城層・河成段丘堆積層および冲積層に分けられる。これらの 

うち城層としたものは下田附近の台地上に分布する礫層であるが，本層の模式地であ 

る北伊豆においては鮮新－新統とされている4）｡ 

第２表 記載岩石一覧表 

No. 岩  石  名 採 取 地 点 岩  層  名 

 1 

 2 

 3 

角閃石石英安山岩 Ⅵd ＊ 

紫蘇輝石普通輝石石英安山岩 Ⅴ

普通輝石含有角閃石石英安山岩 

Ⅵ＊＊ 

二  条 

青  市 

岩  殿 

二条石英安山岩類 

 4 無斑晶安山岩 d ＊＊ 下 小 野 一 条 安 山 岩 

 5 
角閃石含有紫蘇輝石普通輝石石 

英安山岩 Ⅵd  
吉 佐 美 一 色 凝 灰 岩 

 6 

 7 

無斑晶玄武岩 b ＊＊ 

普通輝石含有橄欖石安山岩 

Ⅳb→c  

青  市 

小稲北方 
青 市 玄 武 岩 類 

 8 黒雲母流岩 吉佐美北東方 大 賀 茂 流  岩 

 9 

10 

11 

普通輝石紫蘇輝石安山岩 Ⅴd  

角閃石含有普通輝石紫蘇輝石安 

山岩 Ⅵe  
普通輝石含有紫蘇輝石安山岩 

Ⅴd ＊＊ 

石 室 崎 西 方

上 小 野 北 方

下 賀 茂 南 方

石室崎安山岩類 

12 紫蘇輝石安山岩 Ⅰd→c *＊ 田牛北方 須 崎 安 山 岩 類 

13 

14 

普通輝石紫蘇輝石安山岩 Ⅴ 

石英閃緑玢岩 Ⅹd  

妻  良 

下田町北方 
貫 入 岩 類 

＊ この記号は久野久の提唱した火山岩の分類記号である（久野久：火山 

および火山岩，1954)。 

＊＊ 化學分析を行ったもの 

岩石の変質 本図幅地域内の岩石は，一般に変質を受けることが少なく比的新鮮 

であるが，局地的に変質地域が発達する。そのおもなものは須崎半島・三倉山附近・ 

手石－大瀬間・神子元島および吉田西方の計５ヵ所である。 

これらの地域は一般に外側の緑色変質帯と，内側の白色変質帯とからなっており，一 

種の帯状配列がみられる。緑色変質帯では岩石は緑～淡緑色を呈し，やゝ脆弱となつ 
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ている。火山角礫岩あるいは凝灰角礫岩は礫と基質とが互に固結し，全体的に比的 

均質な岩相に変化している。鏡下では緑泥石化作用，炭酸塩化作用，緑石化作用等 

が著しく，部分的に石英の細脈を生じている。白色変質帯には白色に粘土化した部分 

および著しく珪化して堅硬な岩石となった部分があり，一般に原岩の組織はほとんど 

失われている。これらの変質作用は須崎安山岩類まで及んでおり，また変質地域は白 

浜層群の生成時代の末期の貫入岩類，断層等が多い地域に限られるもののようであり， 

変質作用の時期は白浜層群堆積期の最末期（鮮新世）であると考察される。またこの 

変質作用は後述する鉱床と密接な関係を有する。 

地質構造 本図幅地域内の地質構造上の特徴は多くの断層によって地塊化し，著し 

い褶曲構造がなく全体としてほゞ水平に地層が累重していることである。しかしゆる 

やかな撓曲構造がいくらかみられ，二条附近を中心に図幅地域の西半全部にわたる大 

きいドーム状の構造と，手石から大瀬に至るE N E－W S W方向，および中木から石室 

崎に至るW N W－E S E方向の背構造がある。断層には種々の方向のものがあるが， 

ほゞN W－S EおよびN E－S W方向に２大別することができ，後者は一般に前者を切 

る。N W－S E方向の断層は一般に擾乱帯を伴なわないが，一色から上小野に通ずる道 

路でみられるように，比的著しい擾乱帯を生じていることもある（第６図参照)。こ 

 

 

 

 

 

 

 

の方向の断層は地形の項に述べたように，非常に小さな規模のものが多いが，これら 

の断層は第３図の剪裂面の形状をみても明らかなように，水平的の動きによって生じ 

たもののようで，水平方向の擦痕がみられることが多い。この方向の断層の生成時期 

はこれに平行の岩脈の多い点からみて，比的旧い時期と考えられる。N E－S W方向 

の断層はその数が少ないけれども規模が比的大きく，差田附近においては著しい擾 

乱帯をつくり，中木附近では小さな褶曲構造をつくっている。 

第６図 一色－上小野間でみられる擾乱帶
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Ⅲ.２ 下賀茂砂岩層（ss） 

本層は前述のように白浜層群の水成砕岩相を一括したものである。 

本層を構成するおもなものは比的淘汰良好の淡色中粒砂岩であって，これに灰 

白色シルト岩を伴なう。一般に凝灰質であって，凝灰質物質の多少による成層状態が 

著しく，最も凝灰質の部分は火山礫凝灰岩あるいは結晶凝灰岩に移化する。凝灰質物 

質は一般に淡黄緑色～淡灰色の火山礫あるいは白色軽石であり，これらはしばしば石 

英・角閃石等の結晶を含む石英安山岩質のものである。しかし下田町から須崎にかけ 

て分布するものは，赤紫色あるいは緑色の火山礫または黄色軽石を含んでおり，これ 

らは輝石結晶を多量に含む安山岩質のものである。 

層厚は場所によって異なり，上小野附近の50mから下賀茂温泉附近の最高100m 

まで変化する。 

本層はその模式地である下田図幅地域内の白浜・柿崎等では P e c t e n  n a g a n u m a n a 

YOKOYAMA, P. izuensis  NOMURA et NIINO, P. kakisakiensis NOMURA et NIINO 

などの上部中新世～下部鮮新世の多数の化石を産するが，本図幅地域ではきわめてま 

れで，かに下田町南方で A c ma e i d a e, G e n. e t  s p. i n d e t., 青市において C t en a- 

m us s iu m  sp., 下賀茂南方において鮫歯を採取し得たに過ぎない。このほか入間西方で 

は Trochus  sp., 鮫歯（Isurus）を4），妻良近傍では Turbo, Spondylus を産し4）,差田 

には貝化石を含む石灰岩がある12）と云われる。 

Ⅱ.３ 二条石英安山岩類（D） 

本岩類は図幅地域中最下位の第三紀火山噴出物として各地に現出するが，二条附近 

で模式的にみられる。多くの場合熔岩流として，時に火山角礫岩ないし凝灰角礫岩と 

して現出する。 

模式地では厚さ160mを超える厚い熔岩流である。一般に大まかな不規則方状節理 

あるいは柱状節理が発達するが，本岩類は多斑晶質で，かつガラス質石基を有するた 

め，機械的風化に弱く，その結果砂状に風化し易く，一般に節理は不明瞭である。熔 

岩の表面に当る所には，非常に粗鬆で，やゝ丸みを帯びた角礫に破砕された構造を有 
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する部分が，約20mの厚さで発達している。上部は比的急激に下賀茂砂岩層に移 

化し，本岩類が下賀茂砂岩層の堆積中に海中に流出したことを物語っているが，この 

関係は子浦南方の露頭（第７図）によく示されている。図において本岩類は下賀茂砂 

岩層を抉って流れ，その上にふたゝび砂岩が堆積しているが，熔岩流の末端部の前面 

では上下の砂岩は整合的に堆積している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本岩類を構成する岩石は灰黒～帯桃灰色を呈し，長石および石英の斑晶に富む多 

斑晶質の石英安山岩である。角閃石あるいは輝石の斑晶も多量に認めることができ， 

前者は二条および上小野附近に，後者は青市附近に多い。 

本岩類の代表的な岩石は二条附近の角閃石石英安山岩（第２表 N o .1)，および青市 

附近の紫蘇輝石普通輝石石英安山岩（第２表 N o.2）であり，これらの岩石の性質を次 

に記載する。また下田図幅地域内の本岩類に属する普通輝石含有角閃石石英安山岩 

（第２表 N o .3）もあわせ記載する。 

角閃石石英安山岩（Ⅵd） 

斑晶：長石・石英・角閃石・鉄鉱 

長 石 は 長 さ 0.5～ 4m mで 累 帯 構 造 著 し く 一 般 に 清 純 で あ る が ，大 型 の も の は 内  

部 は 汚 濁 し 清 純 な 縁 を 有 す る 。石 英 は 径 0.5～ 5m mで 一 般 に 熔さ れ た 形 を 示 す が ， 

大 型 の も の は 自 形 を 示 す 。角 閃 石 は 長 さ 0.5～ 1m mで 周 り はか に オ パ サ イ ト 化 し  

て い る 。 鉄 鉱 は 径 約 0.3m mで あ る 。  

微斑晶：長石・普通輝石・紫蘇輝石・角閃石 

長石は長さ 0.2～ 0.5m m，拍子木状を呈する。  普通輝石および紫蘇輝石は長さ  

0.2～ 0.5m m で 短 柱 あ る い は 長 柱 状 を 示 す 。 角 閃 石 は 長 さ 約 0.2m m で 周 り は オ パ  

第７図 子浦南方でみられる二条石英安山岩類と下賀茂砂岩との関係
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サ イ ト 化 し て い る 。  

石基：石英・長石・単輝石・方輝石・鉄鉱・燐灰石 

珪長岩質組織ないしピロタキシティック組織を示す。石英粒の大きさは 0.1m m以 

下 で あ る 。長 石 は 長 さ 約 0.1m m の 拍 子 木 状 ， 単輝 石 お よ び方 輝 石 は 長 さ 約 

0.1m mで柱状あるいは粒状を呈する。 

紫蘇輝石普通輝石石英安山岩（Ⅴ） 

斑晶：長石（A n  60±)・石英・普通輝石・紫蘇輝石・鉄鉱 

長 石 は 長 さ 0.5～ 3m mで 清 純 ， 累 帯 構 造 が 著 し い 。 石 英 は 径 0.5～ 1m mで ， す  

べ て 熔形 を 示 す 。普 通 輝 石 お よ び 紫 蘇 輝 石 は 長 さ 0.5～ 2m mで 柱 状 を な す 。鉄 鉱  

は 径 0.2～ 0.5m mで あ る 。ま た長 石・普 通 輝 石 お よ び 鉄 鉱 か ら な る 集 斑 晶 を 少 量  

含 む 。  

石基：石英・長石・単輝石・鉄鉱・燐灰石 

ピロタキシティック組織を呈する。石英粒は径約 0.1m m の球顆状集合体をなす。 

長石は長さ約 0.1m mの拍子木状を呈する。鉄苦土鉱物は甚だまれで，単輝石が 

かに認められるのみである。一般にやゝ変質しているため方輝石の存在は確認で 

きない。 

第  ３  表 

W t .％ n o r m（W t .％） 

S i O ２ 

T i O ２ 

A l ２O ３ 

F e ２O ３ 

F e O  
M n O  
M g O  
C a O  
N a ２O  

K ２O  

P ２O ５ 

H ２O 十 

H ２O－ 

67.92 

 0.49 

14.52 

 2.17 

 0.77 

 0.04 

 0.76 

 5.37 

 3.48 

 1.14 

 0.84 

 1.11 

 0.92 

Q  
O r  
A b  
A n  
W o  
E n  
F s  
A p  
M t  
I l  
H m  
H ２O＋

H ２O－

33.3

6.7

29.4

20.6

 0.2

 1.9

 0.0

 2.0

 1.4

 0.9

 1.3

 1.1

 0.9

ノルム長石 

O r  10.8 

A b  51.9 

A n  36.3 

ノルム輝石 

W o  10.7 

E n  89.3 

E n   0.0 

 

 

 

色指数 

    8 

Total 99.53 Total 99.6  

 （分析者 地質調査所 技官山田貞子）
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普通輝石含有角閃石石英安山岩（Ⅵ） 

斑晶：長石（A n  51～80)・角閃石・普通輝石・鉄鉱 

長 石 は 長 さ 0.3～ 2m m大 で 清 純 あ る い は 汚 濁 し ，累 帯 構 造 が 著 し い 。角 閃 石 は  

長 さ 0.2～ 2m mで 長 柱 状 ，周 り はか に オ パ サ イ ト 化 し て い る 。普 通 輝 石 は ま れ で  

長 さ 0.4～ 1m m大 で あ る 。 鉄 鉱 は 径 約 0.5m mで あ る 。  

微斑晶：角閃石・燐灰石 

角閃石は長さ約0.1m m，燐灰石は長さ0.1～0.3m mである。 

石基：長石・クリストバル石・鉄鉱・燐灰石 

ピロタキシティック組織ないし珪長岩質組織を呈する。長石は長さ 0.1～ 0.3m m  

の拍子木状をなし，クリストバル石は約 0.2m m大の集合体としていずれも多量であ 

る。  

本岩の化学組成は第３表の通りである。 

Ⅱ.４ 一条安山岩（A c） 

本岩の標式地は下田図幅地域内の一条附近であり，こゝでは約120m の厚さを有 

し，自破砕熔岩および火山角礫岩として現出する。しかし本図幅地域内では本岩は著 

しくその厚さを減じ，青市附近では40mの厚さの火山角礫岩，上小野附近では5～ 

10mの厚さの凝灰角礫岩としてみられるに過ぎない。本岩を構成する火山角礫は， 

一見讃岐岩のような光沢を有する，やゝガラス質の特徴的な灰黒色無斑晶安山岩であ 

り，これを膠結する凝灰質物質は，後述の一色凝灰岩に類似し，白色を呈する。この 

岩石は田山・新野4）の青市層群を特徴づける安山岩に相当するものである。本岩の層 

準は第４図にも示されているように２つあって，下小野附近のものは二条石英安山岩 

類の上位にある砂岩（下賀茂砂岩層の一部）中に介在し，かつ後述の石室崎安山岩類 

と指関係を有し，また青市および田牛附近のものは須崎安山岩類のすぐ下位に発達 

している。 

本岩の代表的な岩石である無斑晶安山岩（第２表N o .4）の性質を，以下に記載す 

る。 

無斑晶安山岩（d） 

斑晶：長石・鉄鉱 

い ず れ も ご く ま れ で あ る 。長 石 は 長 さ 約 2m m大 で 清 純 ，や ゝ 累 帯 構 造 を 示 す 。  

鉄 鉱 は 径 0.1～ 0.3m mで あ る 。  
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微斑晶：長石・鉄鉱 

長石は長さ 0.5～ 1m mで拍子木状をなす。  

石基：長石・単輝石・方輝石・鉄鉱・ガラス 

ハイアロピリティック組織を示す。長石は長さ0.05～ 0.2m m大で拍子木状をな 

す 。 単 斜 輝 石 は 長 さ 0. 0 5～ 0 . 3 m m で 針 状 ，方 輝 石 は 長 さ 0. 0 5～ 0 . 3 m m で 長 柱 

ないし短柱状をなす。方輝石が短柱状をなすことはまれであるが，この場合は単  

輝石の反応縁を有する。ガラスは色を呈し比的少量で，上記の諸鉱物の間を理め 

る程度である。 

本岩の化学組成は第４表の通りである。 

第４表 

W t .％ n o r m  (W t .％) 

S i O ２ 

T i O ２ 

A l ２O ３

F e ２O ３

F e O  

M n O  

M g O  

C a O  

N a ２O  

K ２O  

P ２O ５ 

H ２O＋

H ２O - 

57.88 

 1.13 

15.91 

 1.98 

 7.07 

 0.21 

 3.04 

 5.96 

 3.79 

 1.07 

 0.32 

 1.19 

 0.34 

Q  
O r  
A b  
A n  
W o  
E n  
F s  
A p  
M t  
I l  
 

H ２O＋

H ２O－

11.9

 6.1

32.0

23.4

 1.9

 7.5

 9.9

 0.7

 2.9

 2.1

 

 1.2

 0.3

ノルム長石

O r  10.0

A b  52.0

A n  38.0

ノルム輝石

W o   9.6

E n  39.1

F s  51.3

 

 

 

色指数 

25 

Total 99.89 Total 99.8   

（分析者 地質調査所 技官山田貞子） 

 

Ⅱ.５ 一色凝灰岩（T） 

本岩は一色附近において標式的にみられ，この附近では厚さ100mに達するものと 

考えられる。また吉佐美附近にも比的よく発達するが，その他の地域では一般に 

薄い。下位の二条石英安山岩類および一条安山岩を覆う関係は，下小野附近でよくみ 

られる。 
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下田町附近に分布する本岩は須崎安山岩類の下部に相当する輝石安山岩の熔岩流お 

よび火山角礫岩と指する。下田町附近の本岩の上部は，下田図幅地域内の上ノ山附 

近に分布する石英安山岩と，ほゞ同じ層準であるが，この石英安山岩の続きとみられ 

るものが，赤根島の対岸に火山円礫岩として認められる。本岩は田山・新野4）の立岩 

層群を特徴づける凝灰岩に相当している。 

本岩は主として無層理の白色軽石凝灰岩からなるが，まれに層理のみられることが 

あり，また～人頭大の軽石とやゝ砂質の基質とからなることもある。吉佐美北東方 

でみられる本岩は，石英安山岩の礫を含む凝灰角礫岩であるが，この礫は一般に流理様 

構造を有し，甚だガラス質で一部では脂岩状を呈する。また県道いの川底で熔結 

凝灰岩がみられる。この熔結凝灰岩は鏡下で第８図のような組織を示すが，この図に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

示されたような流理様の組織は熔結によって生じたものと思われ，またこの流理の方 

向にめに位置する斑晶は破砕されている。以上の諸事実から，本岩の多くは軽石流 

堆積物であり，一部は降下軽石堆積物であると思われる。 

一色附近の本岩は鉱物を含むことが少ないが，吉佐美から下田町にかけて分布する 

ものは石英・長石（A n 49～62)・普通輝石・紫蘇輝石・角閃石（稀)・鉄鉱等の多 

第８図 一色疑岩中の熔結擬岩 

P l ：斜長石  A u ：普通輝石  M t ：鉄鉱  G ：ガラス
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量の鉱物を含んでおり，次に記載する吉佐美北東方の本岩中の本質火山角礫（第２表 

N o .5）の岩質は，ほゞ一色凝灰岩のそれを代表するものと考えることができる。 

斑晶：長石（A n 53±)・石英・普通輝石・紫蘇輝石・角閃石・鉄鉱 

長 石 は 0.3～ 5m m大 で 一 般 に 清 純 ，累 帯 構 造 が 著 し い 。大 型 の長 石 で は 多 く  

の 場 合 中 心 部 が 汚 濁 し て い る 。石 英 は 径 0.1～ 0.5m mで す べ て 熔形 を 示 す 。普 通  

輝 石 お よ び 紫 蘇 輝 石 は 長 さ 0.5～ 3m mで 柱 状 を な す 。角 閃 石 は ま れ に あ り ，長 さ 約  

1m mで ， 周 り は オ パ サ イ ト 化 し て い る 。 鉄 鉱 は 径 0.2～ 1m mで あ る 。  

石基：石英・長石・鱗珪石・単輝石・方輝石・鉄鉱・燐灰石 

微 珪 長 質 組 織 を 呈 し ，こ の な か に 長 さ 約 0.1m mの 拍 子 木 状 の長 石 が 点 在 す る ｡ 

か に 流 理 構 造 が 認 め ら れ る 。鉄 苦 土 鉱 物 は ま れ で あ り ，長 さ 0.02～ 0.05m mの 単  

輝 石 お よ び方 輝 石 が 認 め ら れ る 。 鱗 珪 石 は 小 さ な 晶 洞 状 の 部 分 に み ら れ る 。  

同源捕獲岩片：長石・普通輝石・紫蘇輝石・鉄鉱 

主 と し て 長 さ 0. 5～ 1 . 5m m の 拍 子 木 状長 石 と ， 長 さ 0. 5～ 1m m の 柱 状 の 普 通 

輝 石および紫蘇輝石と鉄鉱とからなるが，これらのうちにまれに長さ約 3m mに達す  

る大型の長石が含まれることがある。 

Ⅱ.６ 青市玄武岩類（B） 

本岩類は図幅地域の各地に小規模に分布する。標式地は青市から吉佐美に至る県道 

いであって，こゝでは下賀茂砂岩層の上位，石室崎安山岩類の下位に約20mの厚 

さで現出する。緑色の無斑晶玄武岩質火山礫凝灰岩（空隙に多量の沸石がみられる） 

を主とし，これに青黒色の無斑晶玄武岩熔岩が挾まれる。このほか本岩類は下流北方 

附近においては，石室崎安山岩類と互層する熔岩流として，下賀茂温泉附近，青市南 

方，妻良附近等では下賀茂砂岩層中の凝灰角礫岩として現出する。これらにおいては 

噴出物は一般に斑状基性安山岩質であって，しばしば大きさが2c mに達する灰長石 

大晶を含有する。 

本岩類を構成する代表的な岩石は，青市東方の無斑晶玄武岩（第２表 N o .6）およ 

び下流北方の普通輝石含有橄欖石安山岩（第２表 N o .7）であって，これらの岩石を 

以下に記載する。 

無斑晶玄武岩（b） 

斑晶：長石 

長 さ 1～ 2m mで 清 純 ， 累 帯 構 造 は 著 し く な い 。 量 は き わ め て 少 な い 。  
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石基：長石・単輝石・橄欖石・鉄鉱 

間粒状組織を呈し，比的粗粒である。 長石は長さ0.1～ 1m mで拍子木状を呈 

する。単輝石は長さ 0.1～ 0.4m m で短柱状～粒状を呈し，多くの場合累帯構造が 

み ら れ る 。 橄 欖 石 は 大 き さ 0. 2～ 0 . 4m m で す べ て色 の 繊 維 状 鉱 物 に 変 化 し て い 

る。橄欖石の周囲には単輝石の小粒が附着することがあるが，反応縁と称するほど 

発達したものはみられない。鉄鉱は径約 0.1m mであってしばしば骸晶である。石基 

の間隙は色の変質した物質でみたされており，もとの鉱物の判定は困難である。 

本岩の化学組成は第５表の通りである。 

第  ５  表 

W t .％ n o r m  (W t .％) 

S i O ２ 

T i O ２ 

A l ２O ３

F e ２O ３

F e O  

M n O  

M g O  

C a O  

N a ２O  

K ２O  

P ２O ５ 

H ２O＋

H ２O - 

48.48 

 0.95 

17.94 

 3.79 

 5.36 

 0.14 

 6.40 

10.83 

 2.33 

 0.08 

 0.15 

 1.68 

 1.80 

Q  
O r  
A b  
A n  
W o  
E n  
F s  
A p  
M t  
I l  
 

H ２O＋

H ２O－

 2.8

 0.6

19.9

38.1

 6.2

15.9

 5.4

 0.3

 5.6

 1.8

 

 1.7

 1.8

ノルム長石

O r   1.0

A b  34.0

A n  65.0

ノルム輝石

W o  22.4

E n  58.0

F s  19.6

 

 

 

色指数 

35 

Total 99.93 Total 99.9   

 

普通輝石含有橄欖石安山岩（Ⅳb→c） 

斑晶：長石・橄欖石・普通増石・鉄鉱 

長石は長さ 0.2～ 2m mで清純，累帯構造を示すことは少ない。  橄欖石は 0.2～  

1m m大 で 常 に 単輝 石 の 反 応 縁 を 有 す る 。 普 通 輝 石 は 長 さ 1～ 2m mで ま れ で あ る 。 

鉄 鉱 は 径 0.1～ 2m mで 少 量 で あ る 。  

石基：長石・単輝石・橄欖石・磁鉄鉱・クリストバル石 

間粒状組織を呈する。長石は長さ0.05～ 0.1m mで拍子木状を呈する。単・輝石 

は 長 さ 0. 0 5～ 1m m で 柱 状 あ る い は 粒 状 で あ る 。 橄 欖 石 は 約 0. 0 5m m 大 で 粒 状 ， 常 

に単輝石の反応縁を有する。 

（分析者 地質調査所 技官山田貞子）
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Ⅱ.７ 大賀茂流紋岩（R） 

本岩の標式地は下田図幅地域大賀茂北方の山地であるが，本図幅地域内では三倉山 

を構成する，斑晶に乏しい流岩の岩脈がこれに相当するものと思われる。また同岩 

質の岩脈が青市附近に散在する。地質図幅においては一色凝灰岩中に含めたが，下田 

から吉佐美に至る県道にう地域では石英安山岩質軽石凝灰岩の上位に，黒雲母流 

岩質（含まれる長石は A n 21）の水底堆積の凝灰岩があり，これも本岩の活動の 

産物と考えられる。下田図幅地域内において本岩は一色凝灰岩のすぐ上位の層準に現 

出し，この関係は本図幅地域内でも同様であって，三倉山の岩体は下賀茂砂岩層およ 

び一色凝灰岩を貫ぬいている。 

本図幅地域内の本岩を構成するものは斑晶に乏しい流岩（斑晶長石は A n 42～ 

45）であるが，やゝ変質作用を受けている。吉佐美北東方の本岩に属する黒雲母流 

岩（第２表 N o .8）を以下に記載する。 

黒雲母流紋岩 

斑晶：石英・長石・黒雲母・鉄鉱 

石英は径 0.5m m以下で常に破砕されている。長石は少量であるが，長さは 1.5 

m mに達し，清純で，累帯構造は少なく，集片双晶をなすことはまれである。黒雲母  

は 0.2～ 0.6m m大，鉄鉱はきわめてまれである。 

石基：隠微晶質珪長質鉱物・長石・黒雲母・鉄鉱 

Ⅱ.８ 石室崎安山岩類（A i） 

本岩類は図幅地域のほゞ全域に分布し，石室崎から中木にかけて標式的にみられ 

る。本岩類は各所において，下賀茂砂岩層を覆っているが，下賀茂砂岩層堆積当時か 

ら活動を開始したもののようで，各地でそのなかに介在し，また一条安山岩とも指 

する。 

本岩類は酸性安山岩質の熔岩および火山角礫岩であるが，熔岩はほとんどの場合自 

破砕熔岩であるため，凝灰質物質の有無により両者は潮移し，いわゆる“集塊岩” 

の岩相を呈する。礫は角ばっている。まれに丸みを帯びて火山円礫岩のような岩相を 

呈することもあるが，本岩は比的風化に対して弱いため，露頭では丸みを帯びてい 
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ることが多い。 

本岩類を構成する岩石は，比的不均質な組織あるいは岩相を有することを特徴と 

する酸性安山岩であるが，ほゞ２種の岩型に大別することができる。 

第１の岩型は本岩類のほとんど大部分を占めるものであって，一般に淡灰色，時に 

灰色で，斑状を呈し，融されて色あるいは淡桃色を呈する長さ2～5m m の 

長石斑晶を含むことを特徴とする。たゞし妻良附近では融の程度が一般に著しくな 

い。また長さ1～2m mの輝石斑晶を散点するが量の変動がはげしい。角閃石および 

石英はきわめてまれで，長津呂および大瀬附近の山いでみられるのみである。石基 

は一般に微珪長質で，ガラス質のものは加納附近でかにみられる。しばしば黄～灰 

色の同源捕獲岩片を伴なう。 

第２の岩型は主として上小野附近・入間附近・青市附近・吉佐美から田牛に至る県 

道い等,おもに下賀茂砂岩層中に介在するものに多くみられ，第１の型と混在する。 

一般に灰白色であるが長石の斑晶に甚だ富み，かつ小さな晶洞が多いため，比的 

粗鬆な感じを与える。また長さ1～4m mの輝石斑晶に富む。角閃石および石英はき 

わめてまれで，青市附近でかにみられるのみである。ガラス質石基を有するものは 

みられない。しばしば黄色の同源捕獲岩片を伴なう。 

鏡下の記載は第１の岩型の普通輝石紫蘇輝石安山岩（第２表 N o .9)，第２の岩型 

の角閃石含有普通輝石紫蘇輝石安山岩（第２表 N o .10)，および分析に用いた標本（第 

２表 N o .11）の３個についておこなう。 

普通輝石紫蘇輝石安山岩（Ⅴd） 

斑晶：長石・紫蘇輝石・普通輝石・鉄鉱 

長石は融されたものと清純なものとがある。前者は長さ 0.5～ 4m m で著 しく 

融を受け，いわゆる H o n e y-c o m b e d  s t r u c t u r e  を呈している。その間隙は色ガラ 

スで埋められているが，所により普通輝石が象状の連晶をなして埋めていることが 

ある。一般に累帯構造は著しくない。しばしば周縁に累帯構造の著しい清純の帯があ 

る。成分は  An92 である。後者の清純のものは約 0.5m m大で少量である。  紫蘇輝 

石は長さ 0.05～ 0.15m m ， 普 通輝石は 長さ 0.1～ 0.3m m で 量は前者 が多 い。鉄鉱 は 

径0.05～ O.1m mである。また・長石・普通輝石・紫蘇輝石および鉄鉱からなる集斑 

晶を含む。 

石基：長石・クリストバル石・方輝石・単輝石・鉄鉱・燐灰石・ガラス 

ハ イ ア ロ ピ リ テ ィ ッ ク 組 織 を 呈 す る 。 長 石 は 0.03m m大 の 拍 子 木 状 を 呈 す る 。 
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ク リ ス ト バ ル 石 は 石 基 の 間 隙 を 埋 め て 多 量 に 含 ま れ ，約 0.06m m大 で あ る 。方 輝  

石 は 長 さ 約 0.02m mの 微 細 の も の が 多 く ， ま れ に 0.2m m 程 度 の も の が あ る 。 単  

輝 石 は 長 さ 約 0.02m mの 微 細 の も の で あ る 。 燐 灰 石 は 長 さ 0.05～ 0.1m mで あ る 。  

ガ ラ ス は色 を 呈 し ， 石 基 の 間 隙 を 埋 め て 少 量 存 在 す る 。  

角閃石含有普通輝石紫蘇輝石安山岩（Ⅵe） 

斑晶：長石・紫蘇輝石・普通輝石・鉄鉱・角閃石 

長 石 は 長 さ 0.2～ 2m m で 清 純 ， 累 帯 構 造 が 著 し い 。 紫 蘇 輝 石 は 長 さ 0.1～ 0.6 

m m で あ る 。 普 通 輝 石 は 長 さ 約 0.15m mで 紫 蘇 輝 石 にべ て 小 型 か つ 少 量 で あ り ，  

すべて周囲がやゝ融されている。磁鉄鉱は径 0.1～ 0.2m mで ある。角閃石は長さ 

約 0.3m mでまれにみられ，周囲はやゝオパサイト化し ,中心部に連晶をなす普通輝石 

が含まれることがある。長石・普通輝石・紫蘇輝石・鉄鉱からなる集斑晶を含む。 

石基：長石・クリストバル石・方輝石・燐灰石・鉄鉱 

ピロタキシティック組織を呈する。長石は長さ約 0.05m m の 拍子木状のものが 

少量あり，その他はきわめて微細である ｡ クリストバル石は大きさ約 0.15m m の晶 

洞状の部分を埋めたような状態で多量に存在する。方輝石は長さ 0.05～ 0.15m m  

で，小型のものは結晶の伸びの方向が繊維状に分岐していることが多い。燐灰石は長 

さ0.05～ 0.15m mである。 

普通輝石含有紫蘇輝石安山岩（Ⅴd） 

斑晶：長石・紫蘇輝石・鉄鉱 

長石は融されたものと清純なものとがある。  いずれも N o . 9の岩石と同様な 

性質を示すが，本岩においては前者がはるかに量が多く，かつそれらが集まって大き 

さ約 6m m に達する集合体をなすことがある。  紫蘇輝石は長さ 0. 5～ 1m m ， 鉄鉱は 

径約 0.2m m である。また長石・普通輝石・紫蘇輝石および鉄鉱からなる集斑晶を 

含み，しばしばオフィティック組織を示す。 

微斑晶：長石・普通輝石・紫蘇輝石・鉄鉱 

普通輝石および紫蘇輝石は斑晶をなすものから微斑晶をなすものが多く，長さ0.1～ 

0.2m mで あ り ， し ば し ば 両 者 が 平 行 連 晶 を な す こ と が あ る 。  

石基：長石・クリストバル石・方輝石・単輝石・燐灰石・鉄鉱・ガラス 

ハイアロピリティック組織を呈し，やゝ酸化作用をうけている。長石は長さ約0.1 

m mの拍子木状をなすものと，さらに微細なものとからなる。方輝石は長さ 0.1～  

0. 1 5m m ， 単輝 石 は 長 さ 0.0 5～ 0.1 5m m で あ る 。 燐 灰 石 は 長 さ 約 0.1 5m m で ま れ 

である｡ガラスは色を帯びている。 

本岩の化学組成は第６表の通りである。
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第  ６  表 

W t .％ n o r m  (W t .％) 

S i O ２ 

T i O ２ 

A l ２O ３

F e ２O ３

F e O  

M n O  

M g O  

C a O  

N a ２O  

K ２O  

P ２O ５ 

H ２O＋

H ２O - 

61.68 

 0.63 

15.81 

 3.45 

 2.91 

 0.14 

 2.62 

 6.06 

 3.11 

 1.08 

 0.15 

 1.35 

 0.66 

Q  
O r  
A b  
A n  
W o  
E n  
F s  
A p  
M t  
I l  
 

H ２O＋

H ２O－

22.9

 6.7

26.2

25.9

 1.4

 6.5

 1.5

 0.3

 5.1

 1.2

 

 1.4

 0.7

ノルム長石

O r  11.4

A b  44.6

A n  44.0

ノルム輝石

W o  14.8

E n  69.8

F s  15.4

 

 

 

色指数 

16 

Total 99.65 Total 99.8   

 

Ⅱ.９ 須崎安山岩類（A s） 

本岩類は白浜層群堆積期の後期の著しい火山活動の産物である。模式地は須崎西方 

の海岸であるが，本図幅地域の岩層はほゞ水平に累重するため，山地をなす地域の上 

部には多くの場合本岩類が分布している。本岩類は各地で石室崎安山岩類および下賀 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析者 地質調査所 技官山田貞子）

図版１ 須崎西方でみられる須崎安山岩類と下賀茂砂岩との互関係

A s ：須崎安山岩類 s s ：下賀茂砂岩 
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茂砂岩層を被覆するが，一部ではこれらと指関係を有する。すなわち長津呂北方の 

山稜上では本岩類を被覆して石室崎安山岩類の小規模な熔岩流が分布し，また下田町 

附近では本岩類と下賀茂砂岩層とが指関係にあり，特に須崎半島（図版１参照）に 

おいてはこの関係が著しい。 

本岩類はガラス質輝石安山岩の熔岩および火山角礫岩からなり，時に火山円礫岩を 

伴なう。また各地で本岩類に属する小さな岩脈がみられる。熔岩は一部の地域でみら 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れるのみで特に須崎半島東部,下田町附近等で下賀茂砂岩層と指する場合に多く,柱 

状節理の発達する堅固な熔岩の岩相あるいは自破砕熔岩の岩相を呈し，一般に5～10 

mの厚さを有する。しかし多くの場合，本岩類は100～200mの厚さを有する火山角 

礫岩として，一部，下賀茂砂岩層と指する場合には小規模の凝灰角礫岩として現出 

する。火山角礫岩は一般に最大約1mに達するさまざまの大きさの角礫と，これらを 

埋める黄色軽石質の基質とからなるが（図版２参照)，これらはほとんど本質火山物質 

であって，基質の軽石も石英を有せず，紫蘇輝石斑晶を多量に含有し，後述する堅 

な部分と岩石学的性質を同じくする。 

図版２ 大瀬南方簑掛岩の須崎安山岩類

の火山角礫岩 
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本岩類の生成機構を明らかにすることはきわめて困難である。ある場合には基質が 

砂質を呈し，あるいは角礫が淘汰を受けて成層した状態がみられ，抛出物の岩相を呈 

するが，またある場合には（例えば吉佐美附近の海岸でみられるように）同心円状あ 

るいは放射状の割れ目を有する大角礫，および黄色軽石からなり，これらのなかにく 

ねくねと曲りつゝ連続する，節理の発達した堅固の部分が発達するなど，火山砕流 

ないし自破砕熔岩流の岩相を呈することもある。 

上述いずれの場合にも，本岩類には大規模の垂直の割れ目がよく発達しており，急 

崖をなしていることが多い。 

神子元島の地質は第９図に示す通りであって，岩相（図版４参照）および岩石の性 

質から須崎安山岩類に対比されるものであるが，特に須崎半島の地質との類似点が多 

い。神子元島と伊豆半島との間に点在する横根その他の岩礁は波浪のため上陸不能で 

あったが，一般に熔岩にみられる板状節理の発達が著しい点から推して，これらも須 

崎安山岩類に属する熔岩であろう。たゞしトイ根のみは岩体の形状および節理からみ 

図版３ 湊南東方でみられる須崎安山岩類の岩脈

上方の火山角礫岩中の剪裂面にって貫入 

した様子がみられる 
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て明らかにN40ﾟWの岩脈である。 

須崎安山岩類を構成する岩石は，輝石安山岩であり，灰黒色，ガラス質で割れ口が 

やゝ樹脂光沢を呈し，風化すると灰色を帯びるようになる。斑晶は長さ1～2m mの 

第９図 神 子 元 島 地 質 図

図版４ 神 子 元 島 の 須 崎 安 山 岩 類 

A s ：火山角礫岩および火山円礫岩 

S ：岩脈 
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輝石に富み，長石の微斑晶が多いことを特徴とする。時にやゝ結晶質で灰白色を呈 

し，長石斑晶に富む場合があるが，輝石斑晶は常に多量である。須崎附近において 

は灰長石（A n 99）および普通輝石からなる5～10c m大のユークライトが抛出物とし 

て多く含まれる。 

本岩類を構成する代表的な岩石として，田牛北方で採取した紫蘇輝石安山岩（第２ 

表 N o .12）の性質を以下に記載する。 

紫蘇輝石安山岩（Ⅰd→c） 

斑晶：長石（A n 89±)・紫蘇輝石・鉄鉱 

長石は長さ 0.4～ 3m mで清純あるいは融され，累帯構造が著しい。輝石は紫  

蘇輝石のみであって長さ 0.5～ 1m mで柱状，常に単輝石の反応縁を有する。 鉄鉱  

は径 0.1～ 0.3m mである。 

微斑晶：紫蘇輝石・単輝石 

紫蘇輝石は長さ0.3～ 0.4m m大で多量，常に単輝石の反応縁を有する。  単輝  

石 は 長 さ 0.3m mで ま れ で あ る 。  

石基：長石・単輝石・方輝石・鉄鉱・ガラス 

ハイアロピリティック組織を呈する。長石は長さ 0.05～ 0.2m mで拍子木状，あ  

第  ７  表 

W t .％ n o r m  (W t .％) 

S i O ２ 

T i O ２ 

A l ２O ３

F e ２O ３

F e O  

M n O  

M g O  

C a O  

N a ２O  

K ２O  

P ２O ５ 

H ２O＋

H ２O - 

54.97 

 0.88 

20.21 

 1.00 

 5.91 

 0.14 

 2.52 

 8.89 

 2.72 

 0.76 

 0.22 

 1.16 

 0.20 

Q  
O r  
A b  
A n  
W o  
E n  
F s  
A p  
M t  
I l  
 

H ２O＋

H ２O－

10.5

 4.5

23.1

40.6

 0.8

 6.3

 8.8

 0.7

 1.4

 1.7

 

 1.2

 0.2

ノルム長石

O r   6.5

A b  33.9

A n  59.6

ノルム輝石

W o   5.1

E n  39.5

F s  55.4

 

 

 

色指数 

20 

Total 99.58 Total 99.8   

 （分析者 地質調査所 技官山田貞子）
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るいは卓状である。単輝石は長さ約  0.1m mで柱状をなすが，その伸びの方向がし 

ばしば繊維状に分岐している。方輝石は単輝石にべて量が少ないが，やゝ大型 

で 長 さ 約 0.2m m で あ り ， 常 に 単輝 石 の 反 応 縁 を 有 す る 。 ガ ラ ス は色 を 帯 び て 

いる。 

本岩の化学組成は第７表の通りである。 

Ⅱ.10 貫入岩類（ⅠdおよびⅠp） 

こゝに貫入岩類と称するものは須崎安山岩類の生成以後に貫入したと考えられる貫 

入岩であって，比的大きな貫入岩体をなして現出し，これには石英安山岩類および 

閃緑玢岩類がある。 

石英安山岩類は下田図幅地域内で，須崎安山岩類を貫ぬく大きな貫入岩体として多 

数現出する。これらの岩体をなす岩石は角閃石石英安山岩・輝石石英安山岩・輝石安 

山岩（酸性）等種々の岩型を含み，同一の岩体内でも岩相変化があるが，長石斑晶 

に著しく富む淡色の特徴的な岩石である。本図幅地域内では大瀬東方に小さな岩脈と 

して，また妻良附近に径約500mの岩体をなして現出する。妻良附近の岩体を構成す 

る岩石は，以下に記載するように普通輝石紫蘇輝石安山岩（第２表 No.13）であるが， 

上述の石英安山岩類に包括されるものである。 

普通輝石紫蘇輝石安山岩（Ⅴ） 

斑晶：長石・紫蘇輝石・普通輝石・鉄鉱 

長 石 は 長 さ 0.5～ 2.5m mで 多 量 ，累 帯 構 造 が 著 し い 。か な り 融さ れ た も の も  

あ る 。 紫 蘇 輝 石 は 長 さ 0.5～ 0.15m m， 普 通 輝 石 は 長 さ 約 1m mで い ず れ も 反 応 縁 を  

持 た な い 。長 石 ・ 普 通 輝 石 お よ び 鉄 鉱 か ら な る 集 斑 晶 を 含 む 。  

石基：長石・珪酸鉱物・輝石・鉄鉱・燐灰石 

ピ ロ タ キ シ テ ィ ッ ク 組 織 を 呈 す る 。長 石 は 長 さ 約 0.15m mの 拍 子 木 状 を 呈 す る 。 

輝石は長さ約 0.1m mであるが変質のため，単，方いずれの輝石に属するか明ら  

か で な い 。燐 灰 石 は 長 さ 約 0.02m mで あ る 。こ れ ら の 鉱 物 をめ て 隠 微 晶 質 の 珪 長  

質 鉱 物 が 多 量 に 存 在 し ， 処 々 に 晶 洞 状 を な し て 珪 酸 鉱 物 が 集 合 し て い る 。  

閃緑玢岩類は本図幅地域内の各地に最大1k mに達する岩体として現出し，須崎安 

山岩類まで貫ぬいている。本岩類は同一の岩体のなかでも結晶度に由来する岩相の変 

化が著しく，安山岩と称するのが適当のことが多い。しかし須崎安山岩類に属する岩 
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脈にべ，輝石斑晶に乏しく，特に紫蘇輝石が皆無に近いのが特徴である。本岩類の 

現出する地域は多くの場合変質が著しく，岩石の判定には著しい困難を伴なう。本図 

幅地域内では新鮮な標本を採取し得なかったので，下田図幅地域内の下田富士で採取 

した石英閃緑玢岩（第２表 N o .14）について記載を行なう。 

石英閃綠玢岩（Ⅹd） 

斑晶：長石・普通輝石・鉄鉱 

長石は長さ 0.2～ 1.5m m で 累帯構造がまれで，清純なものと，融されてなか 

に普通輝石を包有するものとがある。長石・普通輝石および鉄鉱からなる集斑晶を 

含 む 。  

石基：長石・石英・単輝石・方輝石・鉄鉱・象状珪長質鉱物 

間粒状ないしピロタキシティック組織を呈する。長石は長さ約 0.1m mで拍子木 

状 ， 単輝 石 は 長 さ 約 0.05m mで 短 柱 状 ，方 輝 石 は 長 さ 約 0.1m mで 長 柱 状 で あ  

る 。 石 英 は 間 隙 を 充し て か な り 多 量 に 存 在 す る ｡ 

Ⅱ.11 城  層（J） 

本層は本図幅地域内では砂礫層として，下田町南方の丘の上海抜約65mの所，下 

田町南西方海抜約40m の所，および須崎北方海抜約60m の所，計３ヵ所に分布す 

る。下田町南方のものは最も典型的であって，輝石安山岩・無斑晶安山岩・石英安山 

岩等の円礫を雑然と含む，比的よく膠結された礫層であり，下賀茂砂岩層を不整合 

に覆い，ほゞ水平の構造を示す。下田町南西方のものは，比的膠結度の悪い礫層で 

あって，一色凝灰岩を不整合に覆い約3mの厚さを有する。須崎北方のものは，須崎 

安山岩類からなる古い谷を埋めたような礫層である。城層の模式地は修善寺図幅地域 

内の城附近であるが4），かつて田山・新野4）によっても考察されたように，上述の礫層 

は膠結度および海面からの高度からみて，後述する河成段丘堆積層より古い時代のも 

のと考えられ，城層に対比したものである。 

Ⅱ.12 河成段丘堆積層（t） 

本層は上賀茂附近および青市附近に，小規模に発達する河岸段丘を構成するもので 

あって,主として礫層からなり，基質に多量の粘士を有する。 
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Ⅱ.13 冲 積 層（a） 

本層は現世の河川にって分布し，礫・砂および粘土からなる。海岸の処々，特に 

河口附近には小規模の砂丘が発達している。 

 

Ⅲ. 応 用 地 質 

Ⅲ.１ 概  説 

本図幅地域の地下資源には金鉱床・マンガン鉱床・カリ石英粗面岩・温泉および石 

材がある。 

伊豆半島では新第三紀の頃，激しい火山活動に伴なって著しい鉱化作用が行なわれ 

た所であり，フォッサマグナ鉱床区の一部をなしている。この鉱床区の鉱化作用は主 

として中新世中期におこなわれ，鮮新世に及んだとされている。本図幅地域内の金鉱 

床もその一部をなすものであるが，これらは白浜層群の最上部に及ぶ変質帯と密接に 

関係しており，鮮新世に生成したものである。またカリ石英粗面岩を生成した変質作 

用も，上述の変質作用と関連があり，ほゞ同時期のものであろう。 

マンガン鉱床の生成時期は明らかでないが，上述の変質帯とは無関係に分布し，著 

しい変質帯を伴なわないので，さらに後期の温泉作用によって生成したもののようで 

ある。しかし場所によって，例えば芋状マンガンをなす部分では，初成とみられる鉱 

床もあり，マンガン鉱床を生成した温泉作用は，比的長い期間にわたって続いたも 

のと考えられる。 

Ⅲ.２ 金 銀 鉱 床 

本図幅地域内には前述のように，変質地域が各所に分布するが，その中心部の白色 

変質帯には，例外なく石英脈・黄鉄鉱の鉱染などがみられ，鉱化作用の行われたこと 

を示している。これらの地域には，過去に探鉱された跡が多くみられるが，金鉱床と 

して稼行されたものは須崎鉱山のみである。 
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須崎鉱山（下田町須崎，日本鉱業株式会社） 

本鉱山は図幅地域東部須崎半島にあり，昭和にはいって以後盛大に稼行されたが， 

昭和16年事故のため水没してから休山し，現在に至っている。 

鉱山の附近は須崎安山岩類の熔岩流・火山角礫岩および凝灰角礫岩の累層からな 

る。またこれらの地域には貫入岩とみられる閃緑玢岩様の岩石もあるが，変質が著し 

いため，貫入岩体の形状を明らかにすることはきわめて困難である。 

鉱床はこれらの安山岩中に胚胎された塊状硫化鉄鉱床であって，伊豆地方で唯一の 

黒鉱型の鉱床である。おもなものは尾竹坑・尾竹新坑の２鉱体である。このほかに須 

崎坑・広浦坑・福浦坑等の多少金銀を含む鉱脈がある。 

旧資料によると，尾竹坑の鉱体は上部において45m×35mの断面を持つ円柱状を 

呈し，北落しで露頭下150m で，径10mになっているといわれ，その鉱石はほとん 

ど黄鉄鉱・白鉄鉱の細粒集合からなり，下部に下るに従って，また周縁部に向かって 

次第に珪質鉱となり，網状鉱脈の発達が著しくなっている。したがって硫黄の品位は 

下部あるいは周縁部ほど低下するが，逆に硫化鉱中に含まれる含金量は，珪質になる 

ほど優勢になっていると云われる。尾竹新坑の鉱床は上部で45m×35mの円柱状鉱 

体が西方に落しをもち，150m 下って径25m に縮小していると云われる。この鉱床 

は尾竹坑のそれにべて珪質鉱の部分が多く，下部では自然テルル・テルル蒼鉱 

等ともとにカラベライト・シルバナイト等高品位テルル金銀鉱を産したといわれる。 

新坑鉱床に伴なう鉱石鉱物としては，白鉄鉱・黄鉄鉱のほか黄銅鉱・四面銅鉱・方 

鉱・閃亜鉱等を産し，石英・重晶石等を随伴する。 

Ⅲ.３ マンガン鉱床 

本地域のマンガン鉱床には，賀茂鉱山および妻良鉱山がある。 

賀茂鉱山（南伊豆町一色） 

本鉱山は戦前に稼行されたことがあり，昭和28年現在丸山宏一により探鉱中であ 

ったと云われる。 

鉱山の附近はおもに下位の二条石英安山岩類と，上位の一色凝灰岩とからなり，こ 

れらの間に薄い下賀茂砂岩層および石室崎安山岩類が介在する。鉱床は長沢坑および 
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一色坑のものがある。長沢坑の鉱床は二条石英安山岩類中の裂罅をみたした鉱脈と， 

これに伴ない，母岩中に鉱染状あるいは網状に形成された鉱体とからなるが，前者は 

幅2～5c m程度にすぎず，稼行鉱体の大部分は後者である。一色坑は長沢坑南西に 

あり，その鉱体は一色凝灰岩に属する凝灰角礫岩中に存在し，鉱染状あるいは芋状を 

呈する。鉱石は緻密質または多孔質のマンガン鉱・軟マンガン鉱・マンガン土等の 

黒色二酸化マンガン鉱からなり，品位は40～50％にも及んでいる。しかし鉱体中にお 

ける鉱石の含有率が悪く，長沢坑では良好の部分では20～30％に達するものもある 

が，平均して10％内外であり，また一色坑では数％の含有率を示すにすぎない。 

妻鉱山（南伊豆町妻良） 

本鉱山は妻良北方から東方に入る谷の奥にあり，昭和28年頃まで安房健造によっ 

て稼行された。附近は石室崎安山岩類からなり，鉱床はこの安山岩類の火山角礫岩の 

間隙，あるいは小剪裂面をみたした黒色二酸化マンガンの網状細脈であり，場所によ 

っては比的品位が良好の部分が認められる。 

Ⅲ.４ カリ石英粗面岩 

南伊豆は本邦におけるカリ石英粗面岩の最も主要な産地であるが，その鉱床は下田 

図幅地域の万蔵山と，本図幅地域の三倉山にある。これらは太平洋戦争中期から，戦 

後にかけて塩化カリおよび焼成カリ肥料の原料として稼行された。 

三倉山は図幅地域東部，下田町と南伊豆町との境界附近にあり，その鉱床は戦後， 

昭和24年半ば頃まで稼行されたと云われる。三倉山は一色凝灰岩および下賀茂砂岩 

層を貫ぬく大賀茂流岩の貫入岩体からなっており，鉱床はそのなかに第10図のよ 

うに斑状に存在する7）。 

三倉山を構成するカリ石英粗面岩の構成鉱物は，未だ明らかにされていないが，万 

蔵山9）のものは斑状組織を呈し，斑晶はカリ長石および磁鉄鉱からなり，カリ長石は 

玻璃長石のように0ﾟに近い小さな光軸角を有するものであるが，長石が代され 

て生じた氷長石の一種であることを示す証拠がみいだされている。石基はカリ長石・ 

石英および脱ガラス化したガラス状物質からなり，多くの氷長石および石英からなる 

細脈によって貫ぬかれていると云われている。三倉山のカリ石英粗面岩も，ほゞこれ 

と同様のものと推定され，２次的な変質作用によって生じたものと考えられる。三倉 
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第 10 図 三倉山カリ石英粗面岩 K 20 含有量分布図 7） 
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山を構成する大賀茂流岩の新鮮な部分は，前述のようにソーダ流岩であること， 

また第10図の種々のK ２O含有量を示す帯は，すべて同一の岩体中にあるものであっ 

て，互に貫入関係を示さないことなども，これを証拠だてるものである。しかしさら 

に変質作用が進んで，粘土化した場所ではかえってK ２Oの含有量が低下すると云わ 

れている。 

Ⅲ.５ 温  泉 

本図幅地域内の温泉は下賀茂温泉１ヵ所である。 

下賀茂温泉は第11図に示すように，南伊豆町加納から下賀茂東方に至る間，青野 

川にって約2k mの間に分布する温泉群をいう。その主要なものの内訳は自然湧出 

の温泉５，自噴井22,揚湯しているもの５であって，自噴井の多いのが特徴である。 

なお,温泉露頭も青野川の水際,河中に多数あり，これらは第11図に示したようにこの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の下流，中流に集中している。自然湧出の温泉は温泉露頭の多い地域最南部のみ 

にあり，昔は三条の温泉と云われこの地帯の唯一の温泉であったが，近年に至って湧 

出量の減少とともに温度も低下し,かに共同浴場として利用されているのみである。 

自噴井は温泉地帯の最上流部にことに多く，青野川および流の左右岸に約100m 

第 11 図 下 賀 茂 温 泉 分 布 図 13）
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の間隔を置いて並列し，これらはほとんどが5～15mの高さに噴湯している。揚湯地 

帯は下流の自然湧出地帯と，上流自噴地帯の，ことに青野川左岸に多いが，この地帯 

には休止井，あるいは試掘不成功に終ったものも多数ある。 

これらの温泉は浴用はもちろん，そのほか製塩，温室などに利用されている。製塩 

は上流の自噴高温地帯で９井が用されており，温室用は同様に高温地帯を主とし13 

井を数える。また蒸気のみを分離し工業用（アルギン酸製造）に用しているものが 

１井ある。 

本温泉の温度は大部分90～95ﾟC，最低60ﾟC，最高105ﾟCであり，かつ湯量が豊富 

である。泉質は石膏含有食塩泉，あるいは含塩化土類食塩泉に属するものであり，比 

的固形物が多い。 

Ⅲ.６ 石  材 

本地域に産する石材は角材・石垣石およびバラスである。角材は過去においては， 

下賀茂砂岩層および一色凝灰岩に属する岩石が盛んに採掘され，こんにち各地にその 

跡を見ることができるが，現在は上賀茂北方において，下賀茂砂岩層が小規模に採掘 

されているにすぎない。石垣石およびバラスは変質のため全体が比的均質，かつ軟 

弱になった安山岩を対象として上賀茂北方および下賀茂において採石されている。前 

者は須崎安山岩類の，後者は石室崎安山岩類の緑色変質帯に相当する。 
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( A b s t r a c t )  

G E O L O G Y  

T h e  m a p p e d  a r e a  i s  i n  t h e  s o u t h e r n m o s t  p a r t  o f  t h e  I z u  
p e n i n su l a  w h i c h  o c c u p i e s  a  p a r t  o f  “ S o u t h e r n  F o s s a  M a g n a” ,  
a  g r e a t  T e r t i a r y  t e c t o n i c  z o n e  t r a v e r s i n g  t h e  m a i n l a n d  o f  J a p a n.  
T h i s  a r e a  i s  c o v e r e d  a l mo s t  w i t h  t h e  T e r t i a r y,  a n d  l o c a l l y  w i t h  
t h e  Q u a t e r n a r y .   A  s u m m a r y  o f  t h e  s t r a t i g r a p h i c  s e q u e n c e  i s  
g i v e n  i n  T a b l e  1.  
1.  T e r t i a r y  

The  Shi rahama  g roup  i s  Mio-Pl iocene  depos i t s  o f  the  Izu  pen in-  
s u l a.   I t  c o n s i s t s  c h i e f l y  o f  v o l c a n i c  r o c k s  d u e  t o  s u b ma r me  e r u p-  
t ions,  and i s  in tercalated with  shal low sea sediments.   All  sediments  
a r e  i n c l u d e d  i n t o  o n e  m e mb e r,  t h e  S h i m o k a m o  s a n d s t o n e.   T h e  
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T a b l e  1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

v o l c a n i c  r o c k s  c o m p r i s e  7  me m b e r s ,  N i jō  d a c i t e s,  I c h i jō  a n d e s i t e,  
I s s h i k i  t u f f,  A o i c h i  b a s a l t s,  O g a mo  r h y o l i t e,  I rōz a k i  a n d e s i t e s  a n d  
S u z a k i  a n d e s i t e s,  i n  a s c e n d i n g  o r d e r.  

T h e s e  v o l c a n i c  m e m b e r s  o v e r l a p  e a c h  o t h e r  i n  s u c c e s s i o n.  
G e n e r a l l y,  a c i d i c  r o c k s  s u c h  a s  d a c i t e  a n d  r h y o l i t e  w e r e  e r u p t e d  i n  
e a r l y  s t a g e  a n d  f o l l o we d  b y  b a s i c  o n e s  s u c h  a s  b a s a l t  a n d  a n d e s i t e.  
A t  t h e  e n d  o f  t h e se  e r u p t i o n s,  s m a l l  m a s s e s  o f  d a c i t e  a n d  d i o r i t e  
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p o r p h y r i t e  i n t r u d e d.  

S h i m o k a m o  s a n d s t o ne  (50～ 100m)  ( s s)  
S h i m o k a m o  s a n d s t o n e  i s  a  g e n e r a l  n a me  o f  s e d i me n t a r y  f a c i e s  

o f  t h e  Sh i r a h a ma  g r o u p,  s o  t h i s  s a n d s t o n e  i s  i n t e r b e d d e d  w i t h  t h e  
vo lcan i c  members.   I t  cons i s t s  o f  medium-gra ined sandstone  in te r-  
c a l a t e d  w i t h  s i l t s t o n e  a n d  f i n e  t u f f.   T h e  s a n d s t o n e  a n d  s i l t s t o n e  
a r e  g e n e r a l l y  t u f f a c e o u s  c o n t a i n i n g  d a c i t i c  p u m i c e  o r  a n d e s i t i c  
l a p i l l i.   T h i s  m e m b e r  c o n t a i n s  m o l l u sc a n  f o s s i l s  t h a t  i n d i c a t e  t h e  
a g e  f r o m u p p e r  Mi o c e n e  t o  l o w e r  P l i o c e n e.  

N i jō  d a c i t e s  (m o r e  t h a n  160m t h i c k  i n  ma x i mu m)  (D)  
N i Jō  d a c i t e s,  t h e  l o w e r m o s t  v o l c a n i c  me mb e r  o f  t h e  S h i r a h a m a  

g r o u p  i n  t h e  m a p p e d  a r e a,  c r o p  o u t  i n  2  p l a c e s,  N i jō  a n d  A o i c h i.  
T h e y  a r e  m a d e  u p  o f  t h i c k  l a v a s,  w h i c h  a r e  g e n e r a l l y  m a s s i v e  
a n d  r a r e l y  b r e c c i a t e d .   T h e  r o c k s  a r e  h o r n b l e n d e  d a c i t e  a n d  
h y p e r s t h e n e-a u g i t e  d a c i t e.  

I c h i jō  a n d e s i t e  (10～ 50m)  (Ac)  
I c h i jō  a n d e s i t e  o v e r l i e s  N i jō  d a c i t e s.   I t s  d i s t r i b u t i o n  i s  c o n-  

f i n e d  a l m o s t  t o  t h e  n o r t h e r n  p a r t  o f  t h i s  a r e a,  a n d  e x t e n d s  t o  
t h e  n o r t h e r n  n e i g h b o u r i n g  S h i m o d a  m a p-a r e a ,  w h e r e  i t  i s  w i d e-  
s p r e a d  i n  t h e  e n v i r o n s  o f  I c h i jō.   I t  c o n s i s t s  r e l a t i v e l y  o f  t h i n  
v o l c a n i c-b r e c c i a  a n d  t u f f-b r e c c i a  o f  a p h y r i c  a n d e s i t e.  

I s s h i k i  t u f f  (10～ 100m)  (T)  
I ssh ik i  tuf f  over l ies  Ni jō  dac i tes  and Ichi jō  andes i te  and i s  widely  

d e v e l o p e d  i n  t h e  m a p p e d  a r e a.   I t  c o n s i s t s  o f  ma s s i v e  p u mi c e  t u f f,  
w h i c h  i s,  i n  so me  p l a c e s,  w e l d e d,  o r  e n c l o se s  t h e  f r a g me n t s  o f  
p i t c h s t o n e.   T h e r e f o r e,  I s s h i k i  t u f f  i s  a s s u me d  t o  b e  p u mi c e  f l o w  
depos i t s.   Pe t rographica l ly,  i t  i s  hornb lende-bear ing  hypers thene-  
a u g i t e  d a c i t i c.  
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A o i c h i  b a s a l t s  (10～ 20m)  (B)  
A o i c h i  b a sa l t s  o c c u r  n e a r l y  a t  t h e  s a me  h o r i z o n  a s  t h e  I s sh i k i  

t u f f  a n d  a r e  e x p o se d  i n  s e v e r a l  p l a c e s  o f  t h e  ma p p e d  a r e a.   T h ey  
a r e  m a d e  u p  o f  l a v a s,  t u f f-b r e c c i a  a n d  t u f f  o f  a p h y r i c  b a sa l t  o r  
augi te-bear ing  o l iv ine  bas ic  andesi te.   The tuff-breccia  includes,  in  
p a r t,  l a r g e  a n o r t h i t e  a s  c r y s t a l  l a p i l l i.  

O g a m o  r h y o I i t e  (R)  
O g a mo  r h y o l i t e  o c c u r s  i n  t h e  n o r t he a s t e r n  p a r t  o f  t h i s  a r e a  a s  

s e v e r a l  i n t r u s i v e  b o d i e s  i n  t h e  I s s h i k i  t u f f.   T h e  e f f u s i v e  r o c k s  
a s s o c i a t e d  w i t h  t h e se  i n t r u s i v e s  o c c u r  a t  t h e  u p p e r m o s t  h o r i z o n  o f  
t h e  I s s h i k i  t u f f  i n  O g a m o,  S h i m o d a  s h e e t - ma p.   P e t r o g r a p h i c a l l y,  
t h e s e  r o c k s  a r e  b i o t i t e-b e a r i n g  o r  a p h y r i c  s o d a  r h y o l i t e.  

Irōza k i  a n d e s i t e s  (10～ 160m)  (Ai)  
I rōz a k i  a n d e s i t e s  a r e  w i d e ly  d i s t r i b u t e d  i n  t h i s  a r e a  e x c e p t  t h e  

e a s t e r n  p a r t.   T h e i r  a c t i v i t i e s  w e r e  c o n t i n u e d  f o r  a  r e l a t i v e l y  l o n g  
t i m e  f r o m t h e  e r u p t i o n  p e r i o d  o f  I c h i jō  a n d e s i t e  t o  t h a t  o f  S u z a k i  
a n d e s i t e s.  

T h e  r o c k s  c o n s i s t  c h i e f l y  o f  t h i c k  b r e c c i a t e d  l a v a s  a n d  p a r t l y  
o f  vo lcan ic  b recc ia,  wh ich  a re  pe t rograph ica l ly  ac id ic  andes i t e  com-  
p r i s i n g  2  r o c k  t y p e s,  a n o r t h i t e-b e a r i n g  a u g i t e-h y p e r s t h e n e  a n d e s i t e  
a n d  h o r n b l e n d e-b e a r i n g  a u g i t e-h y p e r s t h e n e  a n d e s i t e.  

S u za k i  a  de s i t e s  (50～ 200m)  (A s)  
Suzak i  andes i t e s  a re  mos t  wide ly  d i s t r ibu ted,  and  bes t  exposed,  

a n d  h a v e  g r e a t e s t  t h i c k n e s s  a mo n g  t h e  me m b e r s  o f  t h e  Sh i r a h a m a  
g r o u p,  t h r o u g h o u t  n o t  o n l y  t h e  m a p p e d  a r e a,  b u t  t h e  I z u  p e n i n su l a.  
T h e y  w e r e  p r o d u c e d  a s  t h e  r e s u l t s  o f  r e m a r k a b l e  v o l c a n i s m  i n  t h e  
f i n a l  s t a g e  o f  t h e  S h i r a h a m a  g r o u p.   I n  t h e  e a s t e r n  p a r t  o f  t h i s  
a r e a,  h o w e v e r  t h e  v o l c a n i c  a c t i v i t i e s  w e r e  c o m m e n c e d  a t  s o m e w h a t  
ea r l i e r  s t age,  so  t ha t  t he  rocks  a re  i n t e rbedded  wi th  the  I s sh ik i  tu f f.  
T h e y  a r e  c o mp o se d  mo s t ly  o f  v o l c a n i c  b r e c c i a  a n d  r a r e l y  o f  m a ss i v e  
l a v a s,  b o t h  b e i n g  g l a s s y  h y p e r s t h e n e  a n d e s i t e.  
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2.   Q u a t e r n a r y  
Q u a t e r n a r y  ro c k s  c o mp r i s e  Jō  b e d,  R i v e r  t e r r a c e  d e p o s i t s  a n d  

A l l u v i u m.  
Jō  bed  i s  mar ine  depos i t s  fo rmed  a t  t he  t ime  o f  P l io-Ple i s tocene  

t r a n s g r e s s i o n  ( i n  t h e  I z u  p e n i n s u l a)  a n d  i s  d e v e l o p e d  t y p i c a l l y  i n  
t h e  a r e a  o f  S h u z e n j i  sh e e t - ma p.   I n  t h e  m a p p e d  a r e a,  i t  i s  c o n f i n e d  
t o  t h e  e a s t e r n  p a r t  a n d  o v e r l i e s  a n  e r o d e d  su r f a c e  o f  t h e  Sh i r a h a m a  
g r o u p.  

3.   R o c k  a l t e r a t i o n  
I n  t h e  ma p p e d  a r e a,  t h e  r o c k s  a r e  l o c a l l y  a f f e c t e d  t o  h y d r o-  

t he rmal  a l t e ra t i ons .   The  a l te red  rocks  exh ib i t  a  zonal  a r rangement ,  
c o mp o s e d  o f  t h e  o u t e r  g r e e n - a l t e r e d  z o n e  d u e  t o  c h l o r i t i z a t i o n,  
ep ido t iza t i on,  and  ca rbona t i za t ion,  and  the  inner  whi t e-a l t e red  zone  
due  to  s i l ic i f ica t ion,  a rg i l l iza t ion  or  rare ly  adular iza t ion .   They  were  
i n t i ma t e l y  r e l a t e d  t o  t h e  mi n e r a l i z a t i o n  o f  v a r i o u s  o r e  d e p o s i t s,  
w h i c h  e x i s t  a l mo s t  i n  t h e  c e n t r a l  p a r t  o f  t h e  w h i t e-a l t e r e d  z o n e.  

4 .   G e o l o g i c  s t r u c t u r e  
T e r t i a r y  r o c k s  s h o w  r e l a t i v e l y  f l a t  s t r u c t u r e  a s  a  w h o l e,  t h e i r  

d i p s  s e l d o m e x c e e d i n g  20ﾟ,  b u t  a r e  d i v i d e d  b y  n u m e r o u s  f a u l t s  i n t o  
m a n y  b l o c k s.   T r e n d s  o f  t h e  f a u l t s  p r e d o mi n a t e  i n  N W-S E  a n d  
NE-S W.   T h e  f a u l t s  o f  t h e  l a t t e r  t r e n d  o c c u r  g e n e r a l l y  i n  l a t e r  
t h a n  t h o se  o f  t h e  f o r me r,  a n d  a r e  a c c o m p a n i e d  w i t h  c o n s i d e r a b l y  
d i s t u r b e d  z o n e s. 
 

E C O N O M I C  G E O L O G Y  

1.   G o l d  d e p o s i t s  
There a re  many ruins  of gold prospect ing.   Suzaki  mine si tuated 

i n  t h e  e a s t e r n  e n d  o f  t h i s  a r e a  w a s  w o r k e d  o n  a  l a r g e  s c a l e  t i l l  
1941.   T h e  o r e  d e p o s i t s  o f  t h e  mi n e  a r e  f o r m e d  b y  r e ma r k a b l e  
mi n e r a l i z a t i o n  i n  P l i o c e n e.   O r e  b o d i e s  c o n s i s t  o f  m a s s i v e  i r o n  
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s u l p h i d e s,   t h e  m i x t u r e  o f  f i n e-g r a i n e d  p y r i t e  a n d  m a r c a s i t e,  a c-  
companied with gold,  te l lurium,  te l lurwismuth,  calaveri te,  sy lvanite,  
c h a l c o p y r i t e,  t e t r a h e d r i t e,  g a l e n a,  s p h a l e r i t e,  e t c.  

2.   M a n g a n e s e  d e p o s i t s  
I n  t h e  w e s t e r n  h a l f  o f  t h i s  a r e a,  t h e r e  a r e  so m e  ma n g a n e se  

d e p o s i t s  w o r k e d  i n  t h e  p a s t  o n  s ma l l  s c a l e s.   T h e y  a r e  c o mp o se d  
o f  v e i n s  o r  l e n t i c u l a r  b o d i e s  o f  b l a c k  m a n g a n e s e  d i o x i d e  s u c h  a s  
ps i lomelane,  py rolus i te  and wad.   These  depos i t s  a re  probably  form-  
e d  b y  h o t  s p r i n g  a c t i o n  i n  l a t e r  s t a g e  t h a n  g o l d-mi n e r a l i z a t i o n.  

3.   P o t a s h  r h y o l i t e  
M i k u r a y a m a,  s i t u a t e d  i n  t h e  n o r t h e a s t e r n  p a r t  o f  t h i s  a r e a,  t o-  

g e t h e r  w i t h  M a n zōy a m a  i n  t h e  S h i m o d a  s h e e t-m a p,  a r e  f a m o u s  
l o c a l i t i e s  p r o d u c i n g  t h e  p o t a sh  r h y o l i t e  i n  J a p a n.   I n  t h e  p a s t,  i t  
w a s  q u a r r i e d  i n  l a r g e  s c a l e  f o r  t h e  ma t e r i a l s  o f  f e r t i l i z e r.   T h e  
r o c k s  s e e m t o  b e  f o r me d  b y  a d u l a r i z a t i o n  o f  s o d a  r h y o l i t e  b e l o n g i n g  
t o  O g a mo  r h y o l i t e.   I t s  f o r ma t i o n  i s  a s su me d  t o  b e  a t  n e a r l y  s a me  
s t a g e  a s  g o l d-mi n e r a l i z a t i o n.  

4.   H o t  s p r i n g s  
I n  t h e  c e n t r a l  p a r t  o f  t h e  ma p p e d  a r e a,  S h i mo k a m o  h o t  s p r i n g  

e x i s t s.   I t  i n c l u d e s  m a n y  h o t  s p r i n g s  a r r a n g e d  i n  E-W d i r e c t i o n  
a l o n g  t h e  A o n o - g a w a  ( r i v e r).   Mo s t  o f  t h e m a r e  s t e a m s p r i n g s,  
w h i c h  e mi t  h o t  w a t e r  e x c e e d i n g  100ﾟC  a n d  b e l o n g  t o  s u l p h a t e d  o r  
e a r t h  m u r i a t e d  c o m m o n  sa l t  sp r i n g s.   T h ey  a r e  u t i l i z e d  f o r  n o t  
o n l y  b a t h i n g,  b u t  s a l t  m a n u f a c t u r i n g  o r  h e a t  s o u r c e  f o r  h o t  h o u s e s.  
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和33年3月25日印刷 

昭和33年3月31日発行 

 

工 業  術 院 

地 質 調 査  

 

印刷者 向 喜 久 雄 

印刷所 一ッ橋印刷株式会社 

 

 

著作権所有


